





















Some individuals of Pinctada margaritifera that washed ashore at a coast 
of“Kita-hama beach”of the Seto Marine Biologial Laboratory, Kyoto 




京都大学フィ－ルド科学教育研究センタ－瀬戸臨海実験所（〒649-2211 和歌山県西牟婁郡白浜町 459） 
 
 




“北浜”（砂浜部の長さは約 400 m）で、2007 年








  漂着記録 
2011 年 6 月 27 日に６個体のクロチョウガイ
が一度に“北浜”に打ち上がった（図１）。すべ
て両殻が揃っており、ごく小型のものから比較
的成長したもので、最大個体は殻長 87 mm; 殻





図 1. 京都大学瀬戸臨海実験所“北浜”に2011年 
      6 月 27日に打ち上がったクロチョウガイ 
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